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２０１３年１月２２日 №２０７

ＪＲ東海労働組合新幹線関西地方本部

発行 小林 國博 編集 業務部

１月２２日、業務委員会開催！

平成２５年度春ダイヤ改正、乗務員行路・交番提示！

１．行路・交番作成の方針、概要

影響するダイヤ

①早朝の広島の利便性の改善、岡山始発から広島始発に。

②早朝と岡山発の便性の改善

③臨時列車、７、８、１７時台に１０本目ののぞみとして

④その他、一部直通、大阪引上げ線のＡＴＣ化

２．作成の基本方針

①基本は一人一日７:００から７:１５分で作成（訓練時間を含む）

②臨時列車の一部を基本行路に設定

③事業用を一部基本行路に設定

④東一、二両所は、入換えは構内運転士が担当は変わらない

・運転士

こだまは名古屋で交代

のぞみ・ひかりは東京から新大阪通し、名古屋で一部ひかりは段落ち

新横浜駅泊を一運に３０６行路

・車掌

こだまのみ名古屋まで２人乗務、ハタ折りを設定

新横浜泊が名運になる

・増減 運転士は現行と変わらない（大一運２３行路、大二運２６行路）

車掌 大一運 ５３→５６行路（日勤＋１、泊＋２）

大二運 ５４→５６行路（泊＋２）シオ～ナコのハタ折り行路

３．交番作成

①行路、要員など従来通り

②交番周期は従来通り１７周期

③組数は現行とかわらない。各組７：００～７：０７で作成
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《若干のやりとり》

新大阪～引上げ間の運転時間短縮について
組合：引き上げと品川の運転時分が２分半と２分となっているがどういうことか。

会社：訓練等で説明するが、ＡＴＣで運転となる。

組合：庫内を３０ｋｍ／ｈでということが、試運転もやってない中で、問題があれは見

直しするのか。

会社：わからない。試運転はやる。

組合：他の庫内とどう違うのだ。

会社：線路横断がなく、一旦停止がない。

組合：安全上問題はないのか。

会社：大丈夫だと言うことでやるのだ。

組合：引き上げで速度オーバーしたときなど、関連会社の社員は大変な音で怖いと聞く。

会社：聞いたことがない、問題ない。

組合：安全上問題だと思う。試運転などで実際にやって問題が出たら直ぐに速度を落と

すこと。

折り返し運転は改善されたのか？
組合：折り返しなど僅少の時間の設定は改善されたのか。

会社：今回は変わっていない。

組合：名古屋の折り返し１０分は問題だ。作業時間に余裕がなく安全上問題である。

会社：必要な時間は付けている。問題ない。

休日出勤は解消したのか？
組合：来年度の休日出勤は解消されるのか。

会社：わからない。

組合：会社は解消に向け努力と言っていたがそれに変わりはないのか。

会社：養成だとかやつている、努力している。

車掌のトンボについて改善せよ！
組合：車掌のトンボについて改善されていない。毎回、全乗務員から改善の要求の声が

上がっているのは認識しているのか。社員の気持ちは改善だ。全くないではない

か。

会社：努力はしている。列車が朝夕中心だから、労外が長いのは認識している。色々考

えると現行になる。

組合：乗務員の気持ちも伝わらない、改善できなければ時間を幾つか換算するとかの措

置を考えろ。
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訓練は長い行路の前に指定するな！
組合：訓練は長い行路の前に指定するな。

会社：言わんとすることはわかる。設定する側もあるので。

組合：全ての行路に訓練指定できるのではないか、設定する側というなら、ここで訓練

を削らなければ乗務員の気持ちは反映されないということだ。

会社：意見があったことは聞いておく。

組合：駄目と言っても指定するのはおかしい。事故をおこせといわんばかりだ。やめる

こと。

以上


